
一

九
世
界
紀
末
か
ら
二
0
世
界
紀
初
頭
に
か
け
て
は
中
國
の
社
會
・

文
化
が
大
き
く
妻
化
し
た
時
期
で
あ
る 。

こ
の
時
期 、

中
國
で
は

博
統
的
な
學
術
を
「
國
學」

呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た 。

近
年
中
國
に
お
い
て
「
國
學」

の
成
立
に
闊
す
る
研
究 、

書
籍
が
多
敷
著
さ
れ
て
お

り
（、

そ
の
主
眼
は
「
國
學」

と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か 、

ど
う
あ
る
べ
き
か
と
い
う

黙
に
開
心
が
あ
る
と
思
え
る 。

中
國
の
「
國
學」

と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
べ
き
か
と
い
う
問
題
は 、

外
國
人
が
論
ず
る
性
質
の
問
題
で
は
な
い
だ
ろ
う
し 、

論
ず
る
に
し
て
も
か
な

り
慎
重
な
態
度
が
要
請
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う 。

本
稿
で
は 、
「
國
學」

と
は
何
か 、

ど
う
あ
る
べ
き
か
と
い
う
問
題
と
は
別
に
「
國
學」

草
創
期
に
あ
っ
て
「
國
學」

を
主
張
し
た
『
國
粋
學
報』

で
は
「
國
學」

と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
か
を
考
察
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る 。

さ
て
本
稿
で
考
察
の
封
象
と
す
る
『
國
粋
學
報』

は
一

九
0
五
年
二
月
二
三
日
（
光
緒
三
十
一

年
一

月
二
0
日）

黄
節 、

郵
賓 、

劉
師

培
ら
に
よ
っ
て
上
海
で
國
粋
保
存
會
の
機
闊
誌
と
し
て
創
刊
さ
れ
た
雑
誌
で
あ
り 、
一

九
―
一

年
三
月
第
八
十
二
期
で
停
刊
す
る
ま
で
お

お
む
ね
月
一

回
の
ペ
ー

ス
で
ま
で
刊
行
さ
れ
た 、
「
國
學」

草
創
期
を
代
表
す
る
雑
誌
で
あ
る

J。

そ
の
目
的
は
「
検
刊
辟」

に
績
く
「
國

劉
師
培
の
「
國
學
骰
微」

に
つ
い
て

ー
中
國
に
お
け
る
「
國
學」

末
岡

宏

成
立
の
一

側
面
ー
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粋
學
報
略
例」

の
第
一

項
に
「
國
學
を
殺
明
し 、

國
粋
を
保
存
す
る
こ
と
を
宗
旨
と
す
る」
（「
以
殺
明
國
學
保
存
國
粋
為
宗
旨」）

（
と
述

べ
る
よ
う
に 、

國
粋
を
保
存
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る 。

た
だ
し 、
「
骰
刊
辟」
「
略
例」

で
は
雑
誌
の
題
名
と
な
っ
て
い
る
「
國
粋」

と
「
國
學」

の
闊
係
に
つ
い
て
は
特
に
論
じ
ら
れ
て
は
い
な
い 。

『
國
粋
學
報』

創
刊
琥
に
は 、
「
殺
刊
辟」
「
國
粋
學
報
略
例」

に
績
い
て 、

黄
節
の
「
叙」

播
博
の
「
叙」

部
寅
の
「
國
學
保
存
會
小
集

叙
（
國
學
保
存
會
簡
章）」

等
が
掲
載
さ
れ
て
い
る 。

そ
の
中
で
も
黄
節
の
「
國
粋
學
報
叙」

は
創
刊
し
た
中
心
人
物
で
あ
る
黄
節
が
「
國

學」

を
ど
の
よ
う
な
も
の
と
考
え
て
い
た
か 、

ひ
い
て
は
『
國
粋
學
報』

が
「
國
學」

を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
か
か
が
わ
か
る 。

黄

節
の
「
國
粋
學
報
絞」

は 、

第
一

に
「
中
國」

及
び
中
國
の
「
學」

が
宋
末
以
降
滅
び
た
こ
と 、

次
に
近
年
西
洋
の
學
が
流
入
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
中
華
民
族
ひ
い
て
は
「
中
國」 、

中
國
の
「
學」

が
滅
び
よ
う
と
し
て
お
り 、

更
に
日
清
戦
争
後
西
洋
化
（
欧
化）

し
た
日
本

の
影
響
が
大
き
く
な
る
こ
と
に
よ
り
危
機
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
強
調
し 、

最
後
に 、

イ
タ
リ
ア
の
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
に
お
け
る
ダ

ン
テ
や
日
本
の
三
宅
雄
二
郎
同
様
自
國
の
博
統
的
學
術
を
復
興
す
る
た
め
に
『
國
粋
學
報』

を
殷
刊
す
る
こ
と
を
宣
言
し
て
い
る 。

つ
ま

り 、

こ
の
「
叙」

で
重
要
な
貼
は
三
貼
あ
る 。

ま
ず
第
一

に 、

國
と
學
が
一

艘
の
も
の
で
あ
っ
て 、

中
國
で
は
國
も
學
も
亡
び
よ
う
と
し

て
い
る
こ
と 。

第
二
に 、

歌
米
の
學
術
を
受
容
す
る
こ
と
に
よ
り
國
學
が
滅
ぴ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と 。

第
三
に 、

國
粋
保
全
が
必
要
で

あ
る
こ
と
で
あ
る 。

一
、
『
國
粋
學
報
』

に
つ
い
て
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第
一

の
貼
で
注
意
す
べ
き
な
の
は、

國
學
と
い
う
概
念
に
か
か
わ
る
こ
と
で
あ
る
が、

中
國
の
「
學」

を
「
黄
帝、

莞、

舜、

萬、

湯、

文、

武、

周
公、

孔
子
の
學」

す
な
わ
ち
孔
子
以
前
に
成
立
し
た
も
の
と
し
て
い
る
貼、

し
か
し
具
麓
的
な
内
容
に
は
獨
れ
て
い
な
い
貼

で
あ
る。

ま
た
「
絞」

の
前
半
部
で、

古
い
時
代
に
言
及
す
る
際
に
は、
「
國
學」

と
い
う
言
葉
は
用
い
ず、
「
國」
「
學」

を
用
い、

場

合
に
よ
っ
て
は
「
國
界」
「
學
界」

と
い
う
輩
語
を
用
い
て
い
る
貼
も
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い。

第
二
の
貼
で
あ
る
が、

黄
節
は
「
國
粋
學
報
叙」

で、

西
洋
諸
國
の
學
問
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
が
國
學
衰
退
の
原
因
だ

と
し、

甲
午
の
役
以
降
は
日
本
を
経
由
し
て
西
洋
の
學
問
が
流
入
し、

中
國
の
博
統
的
學
術
が
見
捨
て
ら
れ
た
こ
と
に
封
し
て
批
判
し
て

い
る。

特
に、

日
本
を
経
由
し
た
西
洋
の
學
問
の
流
入
を
批
判
す
る
の
は
『
國
粋
學
報』

に
共
通
す
る
意
識
で
あ
ろ
う。

そ
れ
は
「
略
例」

で
「
近
日
の
東
温
の
文
謄
の
粗
く
て
浅
薄
な
悪
習
を
一

洗
す
る」

と
唱
っ
て
日
本
の
新
語
等
が
流
行
す
る
の
を
批
判
す
る
の
と
同
じ
意
識

で
あ
っ
て、

日
本
が
西
洋
の
學
問
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
野
し
て
「
欧
米
の
學
術
の
受
容
に
つ
い
て
「
わ
が
國
學
を
滅
ぼ
す
も
の
は
西
洋

で
は
な
く
て
日
本
で
あ
る」
（
嗚
呼、

亡
吾
國
學
者、

不
在
泰
西
而
在
日
本
乎）

と
批
判
し
て
い
る
の
で
あ
る。

つ
ま
り
黄
節
は、

西
洋

の
學
術
を
輸
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
中
國
固
有
の
文
化
が
失
わ
れ
る
こ
と
を
憚
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る。

ま
た、

我
が
國
學
を
滅
ぼ
す
も

の
が
日
本
で
あ
る
と
主
張
す
る
が、

こ
れ
は
営
時、

中
國
で
同
文
同
種
と
さ
れ
る
日
本
へ
の
留
學
が
勤
め
ら
れ
た
こ
と
の
裏
返
し
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る。

つ
ま
り
『
國
粋
學
報』

の
「
國
粋」

保
存
の
主
張
の
背
景
に
は
中
國
が
欧
米
化
さ
れ
る
こ
と
に
封
す
る
反
感
が
あ
る
の

は
確
か
で
あ
る。

こ
の
貼
は、
「
今
か
ら
二
十
年
の
間、

私
は
外
國
思
想
が
輸
入
さ
れ
な
い
の
を
心
配
は
し
な
い、

私
は
た
だ
わ
が
中
國

の
學
術
思
想
が
明
ら
か
に
さ
れ
な
い
こ
と
を
心
配
す
る
だ
け
だ。」

と
い
う
梁
啓
超
の
「
論
中
國
學
術
思
想
嬰
遷
之
大
勢」
（
と
意
識
を
共

有
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る。

最
も
注
目
す
べ
き
な
の
は
第
三
の
國
粋
を
主
張
す
る
部
分
で、
日
本
の
反
欧
化
運
動
と
し
て
の
國
粋
主
義
に
言
及
し
て
い
る
貼
で
あ
る。
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こ
こ
で
は
イ
タ
リ
ア
の
學
術
を
復
興
さ
せ
た
ダ
ン
テ
と
並
ん
で
日
本
に
獨
れ
て
い
る 。

こ
こ
で
黄
節
は
「
昔 、

日
本
の
維
新
で
は 、

諸
藩

や
幕
府
を
返
還
し 、

國
を
學
げ
て
獣
化
主
義
は
國
中
に
は
び
こ
っ
た
が 、

三
宅
雄
二
郎 、

志
賀
重
昂
等
が 、

雑
誌
を
創
刊
し
國
粋
保
全
を

借
え
た 、

そ
う
し
て
日
本
主
義
が 、

つ
い
に
成
立
し
た
の
だ 。」

と
い
う
よ
う
に 、

日
本
は
明
治
維
新
後 、

西
洋
化
が
進
ん
だ
が 、

三
宅

雄
二
郎 、

志
賀
重
昂
ら
が
雑
誌
（
「
日
本
人」）

を
肢
行
し
國
粋
保
全
を
主
張
す
る
こ
と
で 、

日
本
主
義
す
な
わ
ち
國
粋
主
義
が
成
立
し
た

こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る 。
（「
昔
者
日
本
維
新 、

蹄
藩
復
幕 、

翠
國
風
靡 、

子
時
欧
化
主
義 、

皓
皓
活
天 、

三
宅
雄
二
郎 、

志
賀
重
昂
等 、

撰
雑
誌
侶
國
粋
保
全 、

而
日
本
主
義 、

卒
以
成
立 。

嗚
呼 、

學
界
之
闊
係
子
國
界
也
如
是
哉 。
」）

こ
こ
で
言
及
さ
れ
る
三
宅
雄
二
郎
と
は

三
宅
雪
嶺
の
こ
と
で
あ
り 、

國
粋
保
全
を
主
張
し
た
の
は
三
宅
雄
二
郎
（
雪
嶺）
・

志
賀
重
昂
ら
の
政
教
社
で
あ
る 。

黄
節
は
こ
の
政
教

社
グ
ル
ー

プ
か
ら
の
影
響
を
受
け
て
い
る 。

そ
も
そ
も
冒
頭
で
述
べ
た
「
略
例」

の
「
國
梓
を
保
存
す
る」

と
い
う
の
は 、

三
宅
雪
嶺
自

身
が
「
明
治
二
十
一

年
神
武
天
皇
祭
に
一

雑
誌
が
出
て
國
粋
保
存
を
唱
へ
た 。

幾
千
も
な
く
保
存
と
い
ふ
の
不
適
営
な
る
を
顕
彰
と
改
め

た
が 、

既
に
國
粋
保
存
の
名
が
廣
く
世
界
間
に
博
は
り
其
の
儘
に
通
用
す
る
こ
と
と
な
っ
た」

と
い
う
よ
う
に 、

三
宅
雪
嶺
た
ち
が
保
存

を
顕
彰
と
改
め
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
嘗
時
廣
く
通
用
し
た
用
語
な
の
で
あ
る

ー。

も
ち
ろ
ん
『
國
粋
學
報』

で
は
漢
語
の
語
順
に
直
し
て

「
保
存
國
梓」

と
す
る
の
で
あ
る
が 、

黄
節
の
こ
の
言
及
か
ら
し
て
も
明
治
二
0
年
代
に
日
本
で
流
行
し
て
い
た
「
國
梓
保
存」

の
語
を

そ
の
ま
ま
用
い
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る 。

つ
ま
り 、

前
項
で
一

足
早
く
西
洋
化
を
進
め
た
日
本
に
野
し
て
警
戒
を
抱
く
と
同
時
に 、

そ
の
西
洋
化
へ
の
反
封
運
動
と
し
て
政
教
社
の
日
本
主
義
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る 。

そ
し
て
「
あ
あ 、

學
界
と
國
界
の
関
係

は
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
こ
と
か 。
（
嗚
呼 、

學
界
之
闊
係
干
國
界
也
如
是
哉 。）
·
…••

そ
も
そ
も
國
學
と
は
わ
が
國
界
を
明
ら
か
に

し
て
わ
が
學
界
を
定
め
る
も
の
な
の
だ
（
夫
國
學
者 、

明
吾
國
界
以
定
吾
學
界
者
也） 。」

と
し
て 、

國
粋
を
國
學
と
結
び
つ
け
る 。

日
本
の
明
治
中
末
期
の
三
宅
雪
嶺
ら
の
國
粋
主
義
は 、

鹿
鳴
館
時
代
の
行
き
す
ぎ
た
西
洋
化
（
欺
化
主
義）

に
野
す
る
ア
ン
チ
テ
ー

ゼ
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と
し
て
捕
ら
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る。

つ
ま
り、

「
支

日
本
の
近
代
思
想
史
に
お
い
て

一

八
七
一

年
（
明
治
四
年）

の
平
田
派
國

一

八
七
0
年
（
明

し
か
し、

我
々
が
最
も
違
和
感
を
覺
え
る
の
は、
「
國
粋
主
義」

と
「
國
學」

が
す
ぐ
に
結

び
つ
く
黙
で
あ
る。

近
代
日
本
思
想
史
を
考
え
る
際
に
は、

明
治
二
0
年
代
の
鹿
鳴
館
時
代
の
過
度
な
西
洋
化
（
獣
化）

に
封
す
る
ア
ン

チ
テ
ー
ゼ
と
し
て
國
粋
主
義
を
捉
え、

幕
末
に
流
行
し
た
國
學
と
は
別
の
も
の
と
考
え
る
の
が
普
通
で
あ
る。

藤
田
大
誠
（
が
指
摘
す
る

よ
う
に、

従
束
（
日
本
の）
「
國
學」

と
は
近
世
（
江
戸
中
期
に
以
降
か
ら
幕
末）

の
思
想
運
動
で
あ
っ
て、

中
で
も
平
田
派
は
明
治
維

新
の
思
想
的
背
景
と
な
っ
た
が、

近
代
に
入
っ
て
か
ら
は
そ
の
影
響
力
を
失
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る。

つ
ま
り、

治
三
年）

大
學
校
に
お
い
て
國
漢
雨
派
の
封
立
抗
争
の
末
大
學
本
校
が
閉
鎖
さ
れ
た
こ
と
（ヽ

事
犯
事
件
以
降
固
學
は
歴
史
の
表
舞
台
か
ら
降
り
た、

と
さ
れ
る
の
が
通
説
だ
か
ら
で
あ
る。

政
教
社
の
「
國
粋
主
義」

は
「
國
學」

と
は
異
な
る
も
の
で
あ
り、

三
宅
雪
嶺
•
志
賀
重
昂
の
國
粋
主
義
は、

輩
な
る
復
古
主
義
で
は
な

く、

志
賀
重
昂
が
「
大
和
民
族
を
し
て、

冥
々
隠
約
の
間
に
一

種
特
殊
な
る
國
粋
(
Nationa
li
ty)
」

（
と
い
う
よ
う
に、

む
し
ろ
新
た
な

西
洋
的
な
概
念
で
あ
る
n
ationa
lity

に
基
づ
い
て
主
張
し
て
い
る
わ
け
で
あ
り、

こ
の
時
黙
で
考
え
ら
れ
て
い
る
國
粋
と
い
う
の
は、

賓

は
漢
學
の
博
統
及
び
國
學
の
要
素
全
謄
が
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る。

國
學
と
は
異
な
る
と
い
う
の
は
國
粋
主
義
を
主
張
す
る
嘗
人
た
ち
に
お
い
て
も
そ
う
で
あ
る。

志
賀
重
昂
は
前
掲
「
『
日
本
人』

が
懐

抱
す
る
慮
の
旨
義
を
告
白
す」

で、

鹿
鳴
館
時
代
の
西
洋
化
を
「
塗
抹
旨
義」

と
し
て
否
定
す
る
の
で
あ
る
が、
「
彼
の
所
謂
國
學
者
流

の
口
吻
に
傲
ひ、

漫
り
に
神
國、

神
州、

天
孫
等
の
文
字
を
陳
列
す
る
も
の
に
あ
ら
ず」

と
日
本
の
國
學
を
否
定
し
た
上
で、
「
國
粋
保

存」

を
主
張
し
て
い
る。

つ
ま
り、

志
賀
重
昂
は
「
國
粋」

と
「
國
學」

は
別
の
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る。

ま
た、

嘗
時
「
國

粋
保
存」

と
い
う
用
語
が
清
末
の
知
識
人
で
流
行
し
て
い
た
こ
と
に
闊
し
て
は、

狩
野
直
喜
が
「
支
那
近
世
界
の
國
粋
主
義」
（
で

那
で
國
粋
保
存
な
ど
い
ふ
事
を
唱
へ
出
し
た
の
は
極
め
て
近
年
の
こ
と
で、

以
前
に
は
全
く
無
か
っ
た
の
で
あ
る。
」

と
述
べ
、
「
新
名
詞
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ま
た

考
え
て
よ
い
だ
ろ
う。

嫌
ひ
の
張
之
洞」

で
さ
え
も
創
立
存
古
學
堂
折
で
使
う
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が、

経
典
や
近
人
の
文
集
に
も
見
ら
れ
な
い、

日
本
に
留
學

し
て
き
た
清
國
留
學
生
等
が
輸
入
し
て
き
た
も
の
で
あ
る、

と
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に、
「
國
粋」

と
い
う
言
葉
は
も
と
も
と
中
國
に
あ

っ
た
言
葉
で
は
な
く
日
本
か
ら
の
輸
入
語
で
あ
っ
た。

こ
こ
で
狩
野
直
喜
は
清
國
で
「
國
粋」

が
流
行
す
る
こ
と
に
野
す
る
違
和
感
を
表

明
し
て
い
る
だ
け
だ
が、

そ
の
裏
に
は
日
本
の
國
粋
主
義
へ
の
反
検
も
あ
り、

ま
た
「
略
例」

第
一

條
の
「
骰
明
國
學、

保
存
國
粋」

の

よ
う
に
「
國
粋」

と
「
國
學」

の
蚊
列
す
る
こ
と
に
野
す
る
違
和
感
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か。

初
期
の
國
學
に
つ
い
て
は
坂
元
ひ
ろ
子
（、

鄭
師
渠
ら
が
既
に
言
及
し
て
い
る
通
り、

明
治
期
の
日
本
の
國
粋
に
影
響
を
受
け
て
い
る。

そ
れ
は
黄
節
「
國
粋
學
報
叙」

や
「
検
刊
辟」

に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る。
「
國
梓」

が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
に
つ

い
て
は、

先
行
研
究
を
参
考
に
し
て、

ま
ず
そ
の
中
の
主
な
も
の
か
ら
「
國
學」

成
立
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い。

「
國
粋」

に
つ
い
て
張
岱
年
主
編
『
中
國
哲
學
大
辟
典』
（
上
海
辟
書
出
版
社
二
0
1

0
年）

で
は、

梁
啓
超
の
「
中
國
史
叙
論」
（
が

用
例
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る。

賓
際
一

九
〇
一

年
に
『
清
議
報』

第
九
一

冊
に
掲
載
さ
れ
た
「
中
國
史
叙
論」

第
六
節
「
紀
年」

に
中

國
で
西
暦
が
使
え
な
い
理
由
と
し
て
「
以
中
國
民
族
固
守
國
粋
之
性
質、

欲
強
使
改
用
耶
蘇
紀
年、

終
属
空
言
耳。」

と
述
べ
ら
れ
て
い

る。
「
新
民
説」
「
論
私
徳」
(
-

九
01―一
年）

に
も
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら、

梁
啓
超
は
「
國
粋」

の
語
を
か
な
り
普
通
に
使
っ
て
い
た
と

「
國
學」

は
『
漢
語
大
詞
典
』

に
よ
れ
ば
「
①
古
代
指
國
家
設
立
的
學
校。
（
『
周
聘』

春
官
・

栗
師、
「
築
師
掌
國
學
之
政、

以

教
國
子
小
舞」‘)

②
指
我
國
固
有
的
文
化、

學
術。

胡
適
『
國
學
季
刊
骰
刊
詞』
(
-

九
二
三）」

と
あ
り、

國
學
と
は
近
代
以
前
に
お
い

て
は
隋
以
降
の
國
子
監
を
指
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る。

桑
兵
に
よ
れ
ば
「
國
學」

に
つ
い
て
は、
一

九
〇
二
年
末
梁
啓
超
と
黄

遵
憲
に
「
國
學
報」

を
創
刊
す
る
計
書一
が
あ
り、

そ
れ
が
端
緒
だ
と
い
う。

こ
の
こ
と
は
黄
遵
憲
の
梁
啓
超
宛
て
の
書
簡
で
確
認
で
き
る
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が
(‘

督
簡
に
よ
れ
ば
梁
啓
超
の
「
國
學
史」

の
概
要
は
こ
の
時
黙
で
で
き
て
い
た
よ
う
で
あ
る。

た
だ
し、

こ
の
『
國
學
報』

は
結
局

刊
行
さ
れ
ず
に
終
わ
っ
て
し
ま
う。

馬
克
鋒
（
に
よ
る
と
梁
啓
超
が
作
成
し
て
い
た
も
の
が
「
論
中
國
學
術
思
想
嬰
遷
之
大
勢」

で
あ
る

と
さ
れ
て
い
る。

確
か
に
「
論
中
國
學
術
思
想
嬰
遷
之
大
勢」

は
前
述
の
よ
う
に
中
國
の
學
術
の
復
興
を
願
う
黙
で
も
國
粋
學
報
と
意
識

を
共
通
す
る。

こ
の
時
黄
遵
憲、

あ
る
い
は
梁
啓
超
の
國
學
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か。

確
か
に
「
論
中
國
學
術
思
想
嬰
遷
之

大
勢」

に
は
「
國
學」
「
國
粋」

の
語
が
使
わ
れ
て
お
り
梁
啓
超
に
お
い
て
も
國
學
と
國
粋
は
一

麓
の
も
の
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
と
考

え
て
よ
い。
（
た
だ
し、

梁
啓
超
は
「
國
粋」
「
國
學」

を
積
極
的
に
使
お
う
と
は
し
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る。

一

九
〇
二
年
『
繹
書
雁
編』

に
掲
載
さ
れ
た
「
日
本
國
粋
主
義
輿
歓
化
主
義
之
消
長」
（
は、

中
國
で
國
粋
主
義
に
獨
れ
た
最
初
期
の

文
で
あ
る
が、

そ
の
中
で
日
本
に
國
粋
主
義
と
欧
化
主
義
の
二
派
あ
る
と
し
た
上
で、

幕
末
を
純
粋
國
粋
時
代、

明
治
初
年
か
ら
明
治
一

三
年、
一

四
年
を
國
粋
主
義
か
ら
厭
化
主
義
に
移
行
す
る
時
代、

そ
の
後
十
年
を
純
粋
厭
化
主
義
時
代、

明
治
二
八
年
以
降
を
欧
化
主
義

か
ら
國
粋
主
義
に
復
帰
す
る
時
代
と
し
て
い
る。

こ
こ
で
も
國
粋
主
義
と
國
學
を
犀
別
は
し
て
お
ら
ず、

日
清
戦
弔
以
降
の
画
粋
主
義
を

幕
末
へ
の
復
帰
と
と
ら
え、

反
歓
化
主
義
と
捉
え
て
い
る
わ
け
で
あ
る。

た
だ
し、

こ
こ
で
の
結
論
は、

欺
米
諸
國
と
の
競
争
が
避
け
ら

れ
な
い
状
況
の
中
で
歓
化
主
義
を
経
過
す
る
こ
と
は
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る。

し
か
し、

こ
こ
か
ら
讀
み
取
れ
る
の
は、

欧
化
主
義
に
野
す
る
警
戒
感、

反
殷
の
感
情
で
あ
る。

確
か
に
欺
米
と
の
生
存
競
争
の
中
で
は
歌
化
主
義
は
避
け
ら
れ
ず、

國
力
を
盛
ん

に
す
る
た
め
に
は
欧
化
は
必
要
で
あ
る
が、

そ
の
後
は
や
は
り
國
粋
に
復
蹄
す
る
べ
き
だ
と
主
張
し
て
い
る。

「
日
本
國
粋
主
義
典
獣
化
主
義
之
消
長」

の
論
者
は、
「
日
本
の
歴
史
に
徴
し
て」

欧
化
主
義
の
方
が
よ
い
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
が、

嘗
面
の
方
策
と
し
て
と
い
う
限
定
が
あ
っ
て、

心
情
的
に
は
國
粋
主
義
に
共
感
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る。

そ
し
て
現
状
の
日
本
の
國
粋
主

義
を
必
然
的
な
結
果
と
捉
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る。

そ
し
て
中
國
に
お
い
て
は、

急
い
で
國
粋
を
守
る
こ
と
を
圏
る
よ
り
も、

ま
ず
獣
化
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た
い。

で
は
劉
師
培
の

を
進
め
る
方
が
よ
い
と
い
う、

結
論
を
出
し
て
い
る。

こ
こ
で、

明
治
維
新
以
前
の
日
本
國
學
の
全
盛
期
を
「
純
粋
國
粋
主
義
時
代」

と

し
て
お
り、

日
本
に
お
け
る
「
國
學」

も
「
國
粋
主
義」

と
表
現
し
て
い
る。

以
上、

黄
節
「
國
粋
學
報
叙」

に
観
ら
れ
る
『
國
粋
學
報』

の
創
刊
時
の
主
張
を
ま
と
め
て
み
る
と、
「
國
學」

同
じ
も
の
と
し
て
使
っ
て
い
る
貼
が
特
徴
で
あ
る。
「
國
粋
保
存」

の
主
張
は、

も
と
は
政
教
社
グ
ル
ー
プ
の

二、

劉
師
培
の

は
「
國
粋」

と
ほ
ぼ

前
章
で
は、

國
粋、

國
學
と
い
う
用
語
に
封
し
て
様
々
な
論
者
が
典
え
た
定
義
を
見
る
こ
と
で、

國
學
を
明
ら
か
に
し
て
き
た。

本
章

「
國
學
骰
微」

を
通
し
て、

清
末
に
お
い
て
國
學
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
た
の
か
を
明
ら
か
に
し

「
國
學
骰
微」
（
は
『
國
粋
學
報』

の
創
刊
時
か
ら
「
叢
談」

襴
（
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る。
一

九
0
五
年
一

月
の
創
刊
琥
か
ら
十

四
琥
(
-

九
〇
六
年
第
二
琥）

ま
で
連
載
さ
れ、

更
に
十
七
琥
(
-

九
〇
六
年
第
五
琥）

及
び
二
十
四
琥
(
-

九
0
六
年
第
十
二
琥―
―

月
刊）

に
も
掲
載
さ
れ
た
と
こ
ろ
で、

劉
師
培
自
身
が
翌
一

九
〇
七
年
二
月
に
は
日
本
に
渡
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
未
完
の
ま
ま
中
断
し
て

し
ま
い、

そ
の
後
績
編
は
督
か
れ
て
い
な
い。

劉
師
培
の
著
作
と
し
て
は
最
も
初
期
の
著
作
の
一
っ
で
あ
る

「
國
學
骰
微」

に
つ
い
て

學」

は
ほ
ぼ
「
國
粋」

と
同
じ
内
容
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る。

源
が
あ
る
が、

日
本
の
國
粋
主
義
者
が
自
ら
の
主
張
を
日
本
の
「
國
學」

と
厳
格
に
価
別
す
る
の
に
封
し
て、
『
國
粋
學
報』

で
は
「
國

「
國
粋
主
義」

に
そ
の
淵
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第
二
琥

孔
子
は
こ
れ
を
編
輯
し
て
孔
子
の
學
校
の
教
科
書
と
し
た 。

第
一

琥
ま
ず
「
國
學
殺
微」

は
章 、

節
に
は
分
け
ら
れ
て
い
な
い 。

今
回
は
便
宜
的
に 、
『
國
粋
學
報』

の
掲
載
琥
で
ひ
と
ま
ず
分
け
て
お
く 。

章
立
て
は
さ
れ
て
い
な
い
が 、

お
お
む
ね
時
代
順
に
記
述
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で 、

掲
載
さ
れ
た
各
琥
ご
と
に
そ
の
内
容
に
つ
い
て
紹
介

第
一

琥
に
は
ま
ず
序
が
掲
載
さ
れ
て
い
る 。

序
は
「
國
學
検
微」

が 、
『
荘
子
・

天
下
篇』
『
荀
子
・

非
十
二
子
篇』

班
固
『
漢
書
蒻
文

志
』 、

劉
錫
『
文
心
離
竜
』

劉
知
幾
『
史
通
』

章
學
誠
『
文
史
通
義
内
外
編
』

鄭
樵
『
通
志
』

を
嗣
い
で
諸
家
の
學
術
を
集
め 、

そ
の
内

容
を
解
明
し
分
類
し
た
も
の
だ
と 、

著
作
の
意
圏
を
述
べ
て
い
る 。

以
下
各
琥
の
内
容
を
列
皐
す
る 。

六
藝
の
起
源
は 、

章
學
誠
の
六
経
皆
史
説
を
あ
げ
た
上
で 、

六
経
は
も
と
も
と
は
す
べ
て
周
公
あ
る
い
は
そ
れ
以
前
の
古
代
の
聖
王
の

薔
典
で
あ
る 。

孔
子
は
六
経
・

儒
學
だ
け
で
な
く
諸
子
百
家
す
べ
て
學
を
習
得
し
て
お
り 、

儒
家
に
は
そ
の
傭
統
が
受
け
継
が
れ
た 。

諸
子
の
學
術
は 、

西
洋
の
學
術
に
符
合
す
る
様
々
な
分
野
を
含
ん
だ
幅
廣
い
内
容
を
も
っ
た
も
の
で
あ
る 。

諸
子
の
學
術
は 、

漢
に
な
っ
て
も
残
っ
て
い
た
が 、

魏
晉
以
降
失
わ
れ
た 。

し
て
い
き
た
い 。
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第
六
琥

第
五
琥

第
三
琥

西
漢
の
學
は 、

齊
學
と
魯
學
の
二
つ
の
學
派
が
あ
る
が
今
文
・

古
文
の
別
は
な
か
っ
た 。

西
漢
の
初
め
に
は 、

儒
學
が
盛
ん
に
な
っ
て
く
る
が 、

諸
子
の
學
説
も
残
っ
て
い
た 。

西
漢
の
経
生
は
複
敷
の
経
に
通
じ
る
も
の
が
多
か
っ
た 。

西
漢
の
時
の
経
學
に
は
今
文
學
•

古
文
學
の
争
い
は
な
か
っ
た
が 、

東
漢
に
な
っ
て
今
文
學
•

古
文
學
の
争
い
が
起
き 、

東
漢
末
に
は

東
漢
の
経
生
は 、

家
法
は
守
る
が 、

今
文
學
•

古
文
學
を
共
に
學
ぶ
者
も
多
か
っ
た 。

西
漢
の
武
帝
が
六
経
を
表
彰
し
て
以
降 、

識
緯
を
用
い
た
偽
學
が
盛
ん
に
な
っ
て
き
た 。

東
漢
の
帝
王
が
経
術
を
表
章
す
る
よ
う
に
な
る
と 、

純
術
が
學
術
以
外
の
政
治
の
分
野
に
も
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た 。

雨
漢
の
純
は
様
々
な
形
で
博
授
さ
れ
た
が 、

家
ご
と
に
解
繹
が
異
な
る
と
い
う
家
法
·

官
學
が
盛
ん
に
な
っ
て
き
た 。

古
文
が
優
勢
と
な
っ
た 。

第
四
琥
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第
九
琥

儒
生
は
複
敷
の
分
野
を
學
ぶ
こ
と
が
普
通
で
あ
っ
た
が、

東
漢
の
末
年
に
な
る
と
―

つ
の
家
法
だ
け
を
學
ぶ
よ
う
に
な
り、

鄭
玄
の
學

が
盛
ん
に
な
っ
て
か
ら
は
家
法
も
失
わ
れ
た。

雨
漢
の
間
は
諸
子
の
説
が
失
わ
れ
て
お
ら
ず、

儒
者
で
諸
子
の
學
を
學
ぶ
者
も
多
か
っ
た。

東
漢
の
末
年
に
な
る
と
諸
子
の
學
術
が
盛
ん
に
な
り、

魏
晉
に
な
る
と
老
荘
·

文
學
が
盛
ん
に
な
っ
た。

漢
末
に
は
経
を
治
め
る
者
は、

み
な
鄭
玄
を
尊
崇
す
る
よ
う
に
な
り、

そ
の
他
の
諸
家
の
家
法
が
廂
れ
て
し
ま
っ
た。

魏
晉
に
な
る
と

新
た
な
経
學
が
巽
り、

漢
代
の
家
法
が
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た。

魏
晉
の
間
は
漢
代
の
儒
者
の
家
法
は
失
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
が、

魏
晉
の
経
學
が
盛
ん
に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
漢
代
の
経
學
の
家
法
が

失
わ
れ
て
し
ま
っ
た。

南
北
朝
の
時、

南
朝
で
は
魏
晉
の
経
學
を
受
け
継
い
だ
が、

北
朝
で
は
漢
儒
の
家
法
は
失
わ
れ
て
い
な
か
っ
た。

東
周
の
儒
家
・

道
家
は
宗
教
で
は
な
か
っ
た
が、

そ
の
後
神
仙
術
が
盛
ん
に
な
っ
た
こ
と
で
道
教
が
生
ま
れ、

東
漢
に
佛
教
が
催
束
し

た。

佛
教
・

道
教
は
魏
晉
に
な
る
と
精
緻
に
な
り
盛
ん
に
な
っ
た。

第
八
琥

第
七
琥
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雨
漢
以
前
は
経
を
講
義
す
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
が、

魏
晉
以
降
経
を
講
義
す
る
よ
う
に
な
り
義
疏
が
典
っ
た。

東
漢
に
學
術
が
統
一

さ
れ
て
以
降、

唯
一

新
し
く
生
ま
れ
た
南
朝
の
玄
學
は、

宋
學
の
起
源
と
な
っ
た。

隋
か
ら
唐
初
に
か
け
て、

學
術
は
儒
學
に
統
一

さ
れ、

玄
學
·

佛
教
は
崚
れ
た。

漢
代
に
経
を
學
官
に
立
て
て
経
學
統
一

が
始
ま
り
百
家
の
學
が
靡
れ
た
よ
う
に、

唐
代
の
初
め、

五
経
正
義
を
作
成
し
注
疏
を
統
一

し

た
た
め
に、

正
義
に
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
雨
漢
魏
晉
南
北
朝
の
経
説
が
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た。

こ
れ
以
降、

経
學
•

學
術
は
衰
え
て
し

ま
っ
た。

第
十
二
琥

唐
の
學
術
は、

幅
廣
く
調
査
は
す
る
が
判
断
が
精
密
で
は
な
く、

學
術
が
雑
然
と
し
た
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
た。

第
十
三
琥

唐
代
に
な
る
と
道
教、

佛
教
が
盛
ん
に
な
っ
た。

佛
教
は
學
術
思
想
に
影
響
を
及
ぼ
し、

道
學
に
影
響
を
典
え
た。

第
十
一

琥

第
十
琥
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宋
儒
の
経
學
は、

理
で
経
を
説
明
す
る
も
の
以
外
に
も、

事
で
経
を
説
明
す
る
も
の、

術
敷
で
経
を
説
明
す
る
も
の
な
ど
幾
つ
か
の
派

に
分
か
れ、

考
證
學
の
先
謳
け
と
な
る
も
の
も
あ
る。

宋
儒
の
學
術
は、

佛
教
・

道
教
に
起
源
を
持
つ
が、

諸
子
百
家
の
説
と
暗
合
す
る
も
の
が
多
い。

近
儒
は
陸
王
の
學
を
排
斥
す
る
が、

唯
心
派
の
良
知
説
が
ル
ソ
ー
の
天
賦
人
櫂
説
と
符
合
す
る
な
ど
一

概
に
排
斥
で
き
な
い。

第
二
十
三
琥

元
代
に
な
る
と
モ
ン
ゴ
ル
族
が
中
國
を
支
配
し
た
が、

元
代
の
學
術
に
は
清
代
の
學
術
の
起
源
と
な
る
も
の
が
あ
り、

西
學
を
輸
入
し

始
め
る
な
ど、

見
る
べ
き
も
の
が
あ
る。

明
人
の
學
術
は
空
疎
な
内
容
を
議
論
す
る
だ
け
で
な
く、

清
代
の
學
問
の
起
源
と
な
る
學
術
が
あ
り、

尊
璽
す
べ
き
黙
も
あ
る。

以
上
を
通
観
す
る
と、
「
國
學
骰
微」

は
上
古
か
ら
明
代
ま
で
の
経
學
を
中
心
と
し
た
中
國
の
學
術
史
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
だ
ろ
う。

未
完
で
は
あ
る
が、

残
り
は
劉
師
培
の
言
葉
で
い
う
近
代
つ
ま
り
清
代
の
學
術
の
部
分
で
あ
る。

清
代
の
學
術
に
闊
し
て
は
一

九
0
七
年

に
「
近
儒
學
術
統
系
論」
（
や
「
近
代
漢
學
妻
遷
論」
ー
が
骰
表
さ
れ
る
こ
と
と
な
る。

以
上
を
ま
と
め
て
み
る
と
劉
師
培
の
「
國
學
骰
微」

第
十
七
琥

第
十
四
琥

の
特
徴
は
次
の
よ
う
に
な
る
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・

経
書
は
孔
子
の
學
校
の
教
科
書
で
あ
る
こ
と

•

諸
子
百
家
の
學
は
西
洋
の
學
術
に
符
合
す
る
多
様
な
學
術
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と

•

諸
子
百
家
の
學
は
雨
漢
の
末
ま
で
は
滅
び
ず
に
残
っ
て
い
た
こ
と

．
雨
漢
で
は
學
者
は
複
敷
の
経
書
や
そ
れ
に
付
随
し
て
幅
廣
く
諸
子
の
學
を
學
ぶ
も
の
で
あ
っ
た
こ
と

•

魏
晉
南
北
朝
時
代
に
流
行
し
た
佛
教
・

道
教
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て 、

経
學
が
嬰
質
し
て
し
ま
っ
た
こ
と

•

魏
晉
南
北
朝
時
代
に 、

そ
れ
ま
で
残
っ
て
い
た
様
々
な
諸
子
や
経
學
の
學
説
が
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と

•

唐
代
の
五
経
正
義
で
解
繹
を
統
一

す
る
こ
と
に
よ
っ
て 、

そ
れ
ま
で
の
多
様
な
経
學
が
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と

•

宋
代
の
経
學
は
性
理
學
で
の
解
秤
以
外
に
多
様
な
経
學
が
あ
り 、

考
證
學
の
先
謳
と
な
る
も
の
が
あ
る
こ
と

•

明
代
の
陽
明
學
は
ル
ソ
ー

の
天
賦
人
櫂
論
に
符
合
す
る
面
が
あ
る
こ
と

•

明
代
の
経
學
は
清
代
の
考
證
學
の
起
源
と
な
る
評
債
で
き
る
も
の
が
あ
る
こ
と

「
國
學
骰
微」

と
闊
連
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
が
『
経
學
教
科
書』

（
で
あ
る 。
『
経
學
教
科
書』

は
「
國
學
骰
微」

連
載
と
同
時
期

の
一

九
0
五
年
に
第
一

冊
が
一

九
〇
六
年
に
第
二
冊
が
國
學
保
存
會
か
ら
出
版
さ
れ
た 。

内
容
的
に
は
『
経
學
教
科
書』

第一

冊
の
経
學

史
の
部
分
に
重
複
す
る
部
分
も
多
く 、

南
北
朝
の
経
學
の
記
述
に
は
全
く
同
じ
文
も
あ
る 。

た
だ
し 、
『
経
學
教
科
書』

は
経
の
種
類
に

よ
っ
て
章
を
分
け
て
記
述
し
て
い
る
の
に
野
し
て 、
「
國
學
骰
微」

は
基
本
的
に
は
時
代
順
に
記
述
し
て
い
る
な
ど 、

形
式
的
に
は
差
が

あ
る 。
『
経
學
教
科
書』

に
は 、

隋
唐
の
経
學
に
闊
す
る
記
述
が
な
く 、

魏
晉
南
北
朝
の
経
學
の
次
は
宋
明
の
経
學
と
な
る 。

ま
た
「
経

學」

教
科
書
で
あ
る
か
ら
嘗
然
で
も
あ
る
の
だ
が 、
『
経
學
教
科
書
』

で
は
諸
子
學
に
は
蝸
れ
る
こ
と
が
な
く 、

魏
晉
南
北
朝
の
道
教
・

経
書
を
上
古
か
ら
の
聖
人
の
記
録
で
あ
る
こ
と
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い
だ
ろ
う。

佛
教
に
闊
す
る
記
述、

宋
明
の
理
學
は
取
り
上
げ
な
い。

隋
唐
の
経
學
に
闊
し
て
は、
「
國
學
骰
微」

あ
げ
た
こ
と
が
わ
か
る。

し
か
し
『
経
學
教
科
書』

と
「
國
學
検
微」

で
隋
唐
の
経
學、

特
に
『
五
経
正

義』

に
よ
る
経
學
の
解
繹
統
一

を
そ
れ
ま
で
博
え
ら
れ
て
き
た
雨
漢
以
降
の
経
學
を
滅
ぼ
し
た
と
述
べ
て
お
り、
『
経
學
教
科
書』

で
敢

え
て
と
り
あ
げ
な
か
っ
た
理
由
が
わ
か
る。

ま
た、

宋
學
に
闊
し
て
も
清
代
の
學
術
の
先
謳
と
し
て
高
く
評
債
す
る
た
め
に
経
學
を
と
り

は
同
じ
時
期
の
著
作
で
あ
る
上
に、

経
學
に
関
す
る
主
張
は
ほ
ぼ

同
じ
で
あ
る。

そ
の
雨
書
に
共
通
す
る
劉
師
培
の
主
張
の
特
徴
は、

漢
代
の
経
學
の
創
出
に
重
黙
を
置
き、

特
に
鄭
玄
以
前
の
東
漢
の
経

師
を
重
視
す
る
黙
に
あ
る。

こ
の
黙
は
「
國
學
骰
微」
『
経
學
教
科
書
』

だ
け
で
は
な
く、

そ
の
後
の
劉
師
培
の
経
學
に
関
す
る
著
作、

例
え
ば
「
春
秋
左
氏
催
答
問」

と
共
通
す
る
内
容
を
持
っ
て
お
り、

ほ
ぼ
嬰
わ
っ
て
い
な
い
と
言
え
る
で
あ
ろ
う

劉
師
培
は、

様
々

な
學
説
が
共
存
し
て
い
る
状
態
を
理
想
と
し
て
お
り、

漢
代
の
経
師
の
説
を
高
く
評
債
す
る
の
は、

こ
の
多
様
な
學
説
の
共
存
と
い
う
黙

に
あ
る。

ま
た
「
國
學
骰
微」

で
取
り
上
げ
ら
れ
る
諸
子
學、

魏
晉
南
北
朝
の
佛
教
・

道
教、

宋
明
理
學
に
つ
い
て
の
記
述
の
部
分
で
は、

西
學
に
関
す
る
言
及
が
あ
り
西
學
と
符
合
す
る
黙
が
注
目
さ
れ
て
い
る。

以
上
の
こ
と
で
わ
か
る
よ
う
に、
「
國
學
狡
微」

は
『
純
學
教
科
書』

と
共
通
す
る
経
學
の
部
分
と、

諸
子
學
•

佛
教
・

逍
教
・

宋
明

理
學
に
闊
す
る
部
分
に
分
か
れ
る
と
考
え
ら
れ
る。

そ
し
て
そ
の
記
述
の
大
半
は
「
経
學」

に
つ
い
て
の
説
明
で
あ
り、

そ
の
他
の
部
分

は
西
洋
の
學
術
・

文
化
と
の
共
通
黙
を
述
べ
る
の
み
で
高
く
評
債
し
て
い
る
よ
う
に
は
見
え
な
い。

つ
ま
り、

劉
師
培
の
考
え
る
「
國
學」

と
は
経
學
そ
の
も
の
で
あ
っ
た。

そ
し
て
そ
の
経
學
と
は、

考
證
學
．

漠
學
と
言
い
換
え
る
こ
と
が
で
き、

劉
師
培
が
幼
少
か
ら
學
ん
で

き
た
経
學
そ
の
も
の
で
あ
っ
て、
「
國
學」

あ
る
い
は
「
國
粋」

と
い
う
問
題
設
定
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
と
考
え
て
も
よ
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第
二
章
で
考
察
し
た 、

國
學
を
経
學
乃
至
漢
學
と
同
じ
も
の
だ
と
す
る
認
識
は
劉
師
培
だ
け
の
認
識
で
は
な
く 、

共
に
『
國
粋
學
報』

を
創
刊
し
た
黄
節
や
郵
方 、

あ
る
い
は
『
國
粋
學
報』

の
讀
者
に
共
通
す
る
認
識
で
あ
っ
た
だ
ろ
う 。

國
粋
學
報
第
一

琥
に
掲
載
さ
れ
た

「
國
粋
學
報
略
例」

第
一

項
に
「
國
學
を
検
明
し 、

國
粋
を
保
存
す
る」

と
述
べ
る
よ
う
に 、

國
粋
と
國
學
は
骰
明
す
る
も
の 、

國
粋
は

保
存
す
る
も
の
と
の
違
い
は
あ
る
に
せ
よ
表
裏一

謄
の
密
接
な
闊
係
を
も
っ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る 。

つ
ま

り 、

中
國
の
學
者
た
ち
に
と
っ
て 、

國
粋
を
支
え
る
の
は
疑
い
な
く
経
學
で
あ
り 、

そ
れ
に
加
え
て
諸
子
學
な
の
で
あ
る 。

第
一

章
で
述
べ
た
よ
う
に 、

國
粋
と
國
學
と
純
學
と
が
ほ
ぼ
同
じ
も
の
を
指
す
と
い
う
こ
と
に
封
し
て
我
々
が
覺
え
る
違
和
感
は 。

嘗

時
の
國
學
に
言
及
す
る
時 、

無
意
識
の
う
ち
に
日
本
の
國
學
を
参
照
し
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
か 。

堂
時
の
中
國
の
學
者
に
と
っ
て 、

國

の
粋
と
は
國
學
に
他
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
だ 。

そ
の
認
識
は
革
命
派
の
専
賣
特
許
だ
け
で
は
あ
る
ま
い 。

春
秋
に
示
さ
れ
る
よ
う

な
華
夷
観
念
に
よ
れ
ば
華
と
夷
を
分
け
る
の
は
文
化
な
の
で
あ
る
か
ら 、

中
華
を
中
華
た
ら
し
め
て
い
る
國
の
粋
は 、

中
國
の
偲
統
的
な

學
術
つ
ま
り
経
學
に
他
な
ら
な
い 。

ま
た 、

佛
教
は
中
國
か
ら
見
れ
ば
外
束
の
文
化
で
あ
る
し 、

道
教
は
佛
教
の
影
響
を
受
け
て
お
り 、

更
に
宋
明
理
學
は
佛
教
・

道
教
の
影
響
を
受
け
て
お
り 、

中
國
の
學
術
と
は
言
え
な
い 。

ま
た
諸
子
學
は
営
時
考
證
學
の
検
展
に
伴
っ
て

再
骰
見
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
と
し
て
も 、
一

時
は
捨
て
去
ら
れ
た
も
の
で
あ
る 。

と
す
れ
ば 、

國
粋
と
い
う
時 、

想
定
さ
れ
る
の
は
経
學
な

の
で
あ
る 。

も
ち
ろ
ん
経
學
は
一

っ
で
は
な
く 、

康
有
為
•

梁
啓
超
ら
が
孔
子
が
す
べ
て
の
學
術
を
孔
子
教
と
し
て
創
造
し
た
と
い
う
今

文
派
が
一

方
に
あ
り 、

そ
れ
に
針
抗
し
て
學
術
は
お
し
な
べ
て
歴
史
的
資
料
で
あ
る
と
す
る
章
柄
麟
•

劉
師
培
ら
の
古
文
派
が 、

漢
民
族

結
論
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と
こ
ろ
が、

日
本
に
お
い
て
は
そ
れ
ま
で
の
複
雑
な
経
緯
か
ら、

洋
學、

漢
學、

國
學
が
三
つ
巴
と
な
っ
て
學
術
が
嬰
化
し
て
き
た。

國
粋
主
義
は、

明
治
維
新
期
の
國
學
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
し、

明
治
三
0
年
代
か
ら
高
ま
っ
て
く
る
國
腫
の
主
張
も
國
學
と
イ
コ
ー

ル
で
は
な
い。

と
こ
ろ
が
清
末
の
學
者
た
ち
は、

中
國
の
國
粋
と
國
學
を
一

開
の
も
の
だ
と
し、

國
學
と
は
漢
學
（
考
證
學）

だ
と
し
た。

こ
れ
は
清
末
の
學
者
た
ち
が
「
間
違
え
た」

と
捉
え
て
は
な
る
ま
い。

中
國
が
日
本
を
特
別
な
存
在
と
認
識
し
始
め
た
時
期、

特
に
留
學

生
が
敷
多
く
訪
れ
た
明
治
三
0
年
代
と
は、

明
治
二
0
年
代
の
所
謂
鹿
鳴
館
時
代
が
條
約
改
定
の
失
敗
を
機
に
終
わ
り、

そ
の
後
の
憲
法

制
定、

議
會
開
設
と
そ
れ
に
伴
う
過
程
に
お
け
る
自
由
民
櫂
運
動
を
経
て、

今
の
我
々
が
考
え
る
よ
う
な
明
治、

な
い
し
戦
前
の
日
本
が

形
づ
く
ら
れ
た
時
期
で
あ
る。

本
稿
で
考
察
し
た
暦
學
も、

日
本
に
お
い
て
は
明
治
初
期
に
一

旦
政
治
的
に
敗
北
し
た
が、

ま
ず
東
京
大

學
の
別
科
古
典
講
習
科
と
し
て
復
活
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る。

も
ち
ろ
ん
久
米
筆
禍
事
件
の
よ
う
に、

學
術
と
國
開
と
の
麒
顧
が
生
じ
た

こ
と
も
あ
る
が、

こ
れ
は
右
傾
化
の
結
果
と
は
言
え
ま
い。

こ
の
古
典
講
習
科
に
お
け
る
國
學
の
復
典
と
で
も
い
う
も
の
を
裳
時
の
留
學

生
は
知
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
り、

そ
の
一

端
は
「
日
本
國
粋
主
義
輿
欧
化
主
義
之
消
長」

に
も
伺
え
る
と
思
う。

劉
師
培
が
『
國
學
骰
微』

で
示
す
「
國
學」

と
は、

経
學
・

漢
學
に
他
な
ら
ず、
「
國
粋」

と
二
糧
の
も
の
で
あ
っ
た。
「
國
粋」

と
い

う
用
語
・

概
念
は
H
本
が
西
洋
化
を
進
め
た
時
代
の
後
に
生
ま
れ
た
明
治
二
十
年
代
の
政
教
社
グ
ル
ー
プ
が
英
語
の
nationali
ty

に
相
賞

す
る
も
の
と
し
て
考
え
た
國
粋
に
鱗
骰
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た。

本
稿
で
は、

同
時
代
の
日
本
の
國
學、

特
に
東
京
大
學
の
古
典
講
習
科、

あ
る
い
は
そ
の
後
の
皇
典
講
究
所
に
至
る
近
代
日
本
の
國
學

い
る。

に
よ
る
民
族
革
命
を
主
張
し
て
お
り、

そ
の
立
場
は
大
き
く
異
な
っ
た。

し
か
し、

梁
啓
超
の
「
論
中
國
學
術
思
想
嬰
遷
之
大
勢」

を
見

て
も
清
朝
あ
る
い
は
中
國
の
國
民
な
い
し
民
族
の
ア
イ
デ
ン
テ
イ
テ
ィ
ー
は
ま
ず
博
統
的
學
術
に
求
め
ら
れ
る
と
い
う
意
識
は
共
通
し
て
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を
用
い
る。

と
の
闊
係
に
つ
い
て
は
調
査
不
足
の
た
め
論
ず
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た。

ま
た
劉
師
培
以
外
の
國
粋
主
義
者、

例
え
ば
國
粋
學
報
の
他

の
記
事
の
特
徴
に
つ
い
て
も
十
分
に
は
論
じ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た。

こ
の
黙
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
て
別
稿
と
し
て
論
じ
た

(
1)

近
年
の
中
國
に
お
け
る
國
學
研
究
に
は
下
記
の
も
の
が
あ
る

『
國
粋、

國
學、

國
魂

ー
晩
清
國
粋
派
文
化
思
想
研
究』

台
北
・

文
津
出
版
社一

九
九
二
年

鄭
師
渠
『
晩
清
圃
粋
派
文
化
思
想
研
究』

北
京
師
範
大
學
出
版
社
二
0
0
0
年

桑
兵

『
晩
清
民
國
的
國
學
研
究』

上
海
古
籍
出
版
社
二
0
0
一

年

馬
克
鋒

『
國
學
典
現
代
學
術』

廣
西
師
範
大
學
出
版
社
二
0
1

0
年

陳
壁
生
編
『
國
學
輿
近
代
経
學
的
解
陸』

廣
西
師
範
大
學
出
版
社
二
0
1

0
年

宋
洪
兵
編
『
國
學
典
近
代
諸
子
學
的
興
起』

廣
西
師
範
大
學
出
版
社
二
0
1

0
年

劉
東、

文
鮨
編
『
審
問
典
明
辮
こ

晩
清
民
圃
的
”
國
學“

論
争』
（
上、

下）

北
京
大
學
出
版
社
二
0―

二
年

(
2)
『
國
粋
學
報』

は
中
國
の
通
例
と
し
て
薔
暦
•

太
陽
太
陰
暦
で
骰
行
日
等
が
示
さ
れ
て
い
る
が、

本
稿
で
は
日
本
や
欧
米
諸
國
と

野
照
さ
せ
る
た
め
に
原
則
と
し
て
西
暦
•

太
陽
暦
（
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
暦）

を
用
い
る。

な
お
清
朝
の
年
琥
を
用
い
る
場
合
は
薔
暦

注 、
。
＇
＞

 

鄭
師
渠
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い
た 。

検
明 。

(
3)
『
國
粋
學
報』

第
一

琥

原
典
中
國
思
想
史
第
三
巻

—
辛
亥
革
命」
（
二
0
1

0
年
岩
波
書
店）

三
四
―

I
三
四
八
頁
に
日
本

語
訳
が
あ
り 、

劉
東 、

文
船
編
『
審
問
典
明
辮
こ

晩
清
民
國
的
”

國
學“

論
争
』

北
京
大
學
出
版
社
二
0
―

二
年
等
に
も
牧
録
さ

れ
る 。

―
一

ー一

七
頁

(
4)
「
論
中
國
學
術
思
想
婁
遷
之
大
勢」

「
民
族
と
國
家

且
吾
有
一

言 、

欲
為
我
青
年
同
胞
諸
君
者 、

自
今
以
往
二
十
年
中 、

吾
不
患
外
國
思
想
之
不
輸
入 、

吾
惟
患
本
圃
學
術
思
想
之
不

「
論
中
國
學
術
思
想
嬰
遷
之
大
勢」

は
『
新
民
叢
報
』

の
一

九
0
二
年
三
月
の
第
三
琥
か
ら
四
•

五
・

七
•

九
•

十
二
•

十
六
．

十
八
・

ニ
十
一
・

ニ
十
二
琥
及
び
一

九
0
四
年
の
第
三
年
五
琥
（
縛
五
十
三
琥）
・

六
•

七
•

十
琥
（
線
五
十
八
琥 、

十
二
月）

に
連
載
さ
れ
た 。
『
飲
氷
室
文
集』

第
七
冊
所
牧 ゜

「
論
中
國
學
術
思
想
妻
遷
之
大
勢」

に
つ
い
て
は
前
稿
「
梁
啓
超
に
と
っ
て
の
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
」
（
京
都
大
學
中
國
哲
學
史
研
究

會
『
中
國
思
想
史
研
究』

第一

九
琥
二
六
五
ー

ニ
八
七
頁
一

九
九
八
年）

で
論
じ
て
い
る 。

な
お 、

本
稿
で
は
主
に
一

九
八
九
年
中
華
書
局
版
の
『
飲
氷
室
合
集』

所
牧
の
テ
キ
ス
ト
を
用
い
て 、
『
新
民
叢
報』

及
び
『
梁

啓
超
全
集』
(
-

九
九
九
年
北
京
出
版
社）

を
参
照
ら
し
て
補
っ
た 。
『
新
民
叢
報』

は
一

九
六
六
年
台
北
・

芸
文
印
書
館
版
を
用

(
5
)

三
宅
雪
嶺
「
明
治
思
想
小
史」

丙
午
出
版
社
一

九
一

三
年 。

本
稿
で
は
近
代
日
本
思
想
大
系
第
五
巻
に
所
牧
さ
れ
た
も
の
を
用
い

新
編

本
稿
で
は
『
國
粋
學
報』

は
文
海
出
版
社 、
一

九
七
0
年
の
影
印
版
に
よ
っ
た 。
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(
14)

前
掲
「
論
中
國
學
術
思
想
嬰
遷
之
大
勢」
一

九
0
二
年

(
13)

前
掲
馬
克
鋒
『
國
學
典
現
代
學
術』

序

五
頁

(
12)

梁
啓
超
年
譜
長
編
所
牧
の
黄
公
度
「
飲
氷
主
人
あ
て
の
書
簡」

(
11)
「
中
國
史
叙
論」
《
清
議
報》

第
九
0
冊、

九
一

冊

及
び
そ
の
注
1
―
二
四
ー―

二
五
頁

丁
文
江、

趙
豊
田
編
『
梁
啓
超
年
譜
長
編』

上
海
人
民
出
版
社一

九
八
三
年
二
九
ニ
ー
ニ
九
三
頁

(
10)

坂
元
ひ
ろ
子
『
連
鎖
す
る
中
國
近
代
の

に
起
る
も
の
で
あ
る。

た。

本
山
幸
彦
編
『
三
宅
雪
嶺
集』

筑
摩
書
房
一

九
七
五
年
ニ
ニ
ニ
頁

(
6)

藤
田
大
誠
『
近
代
國
學
の
研
究』

弘
文
堂
二
0
0
七
年

(
7
)

大
久
保
利
謙
『
明
治
維
新
と
教
育』

六
「
學
内
に
お
け
る
國
・

漢
雨
派
の
野
立
と
抗
争」

七

崩
壊」

吉
川
弘
文
館
『
大
久
保
利
謙
歴
史
著
作
集』

四、

二
0
0
七
年
に
詳
し
い

(
8)

志
賀
重
昂
「
『
H
本
人
』

が
懐
抱
す
る
慮
の
旨
義
を
告
白
す」
（
明
治
ニ
―

(
9)
『
支
那
學
文
藪』

み
す
ず
書
房
一

九
七
三
年
所
牧

『
芸
文
』

第
二
年
第
一

〇
琥
一

九
―
一

年
及
び
『
芸
文
』

第
三
年
第
一

琥」

一

髄
か
A

る
思
想
は、

他
國
の
種
類
を
殊
に
す
る
文
明
が
俄
に
侵
入
し
束
っ
て、

自
國
固
有
の
文
明
が
其
為
め
に
破
壊
さ
れ
や
う

と
し、

或
は
破
壊
ま
で
は
行
か
ず
と
も、

他
國
の
文
明
の
為
め
自
國
の
文
明
が、

幾
分
か
光
輝
を
失
ひ
懸
る
と
い
ふ
や
う
な
場
合

一

九
0
一

年

一

九
―

二
年

「
知」
』
（
研
文
出
版
二
0
0
九
年）
「
章
柄
麟
に
お
け
る
博
統
の
創
造」

こ
こ
で
坂
元
は
「
偲
統
の
創
造」

と
し
て
の
「
國
學」

に
言
及
し
て
い
る

文
集
第
六
冊
一

頁

―

二
六
I
七
頁

（
一

八
八
八）

年
四
月
一

八
日
「
日
本
人」

第
二
琥）

「
「
大
學
規
則」

の
制
定
と
大
學
の
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(
15)
「
日
本
國
粋
主
義
典
欧
化
主
義
之
消
長」

著
者
不
明

『
繹
書
雁
編
』

第
二
年
第
五
期

一

九
〇
二
年

前
掲
『
審
問
典
明
緋』

(
16)
「
國
學
骰
微」

は
原
則
と
し
て
南
桂
臀
．

錢
玄
同
編
『
劉
申
叔
遺
書』
(
-

九
三
六
年 、

台
渭
・

華
世
界
出
版
影
印一

九
七
五
年）

に
よ
り 、
『
國
粋
學
報』
（
台
北
・

文
海
出
版
社
影
印
一

九
七
0
年）

を
参
照
し
た 。

必
要
な
場
合 、

C
D
ー

R
O
M
盤
（
『
國
粋

學
報』

全
文
光
盤
文
猷
庫
(
-

九
0
五
ー一

九
0
二）

北
京
大
學
出
版
社
・

北
京
大
學
未
明
文
化
骰
展
公
司）

も
使
っ
た 。

た
だ

し
C
D
_

R
O
M
盤
は 、
『
國
粋
學
報』

の
璽
像
デ
ー

タ
で
あ
る 。

(
17)
「
國
學
骰
微」

は
國
粋
學
報
の
「
叢
談」

欄
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
が 、
「
骰
刊
辟」

に
お
い
て
「
叢
談」

欄
は
圏
蓋 、

社
説 、

政
篇 、

史
篇 、

學
篇 、

文
篇 、

叢
談 、

撰
録
の
七
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー

の
う
ち
第
六
の
カ
テ
ゴ
リ
ー

で
あ
り 、
『
呂
氏
春
秋
』
『
淮
南
子
』

の

雑
家
類 、
『
稗
海』
『
説
郭
』

の
雑
叢
類 、

清
初
の
『
日
知
録
』
『
十
駕
齋
養
新
録』

の
考
訂
厩
等
と
同
じ
く
廣
く
考
證
を
行
う
と

位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る 。

他
に
劉
師
培
は
叢
談
欄
に
「
讀
書
随
筆」

も
連
載
し
て
い
る
こ
と
か
ら 、
『
日
知
録』
『
十
駕
齋

養
新
録
』

と
い
っ
た
著
作
を
意
識
し
た
部
分
で
あ
っ
て 、

最
後
の
撰
録
欄
は
既
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
書
物
を
採
録
す
る
も
の
だ
と

い
う
貼
を
考
慮
す
れ
ば 、

文
篇
ま
で
の
カ
テ
ゴ
リ
ー

に
入
れ
よ
う
が
な
い
文
章
を
入
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う 。

粋
學
報」

つ
ま
り
「
國

の
核
心
的
な
主
張
を
述
べ
る
「
社
説」

な
ど
と
は
別
の
扱
い
な
の
で
あ
り 、

そ
の
こ
と
は
自
由
に
自
分
の
意
見
を
述
べ

る
こ
と
も
可
能
で
あ
っ
た
だ
ろ
う 。

(
18)
『
國
粋
學
報』

第
二
十
八
期
社
説
欄一

九
0
七
年
『
劉
申
叔
先
生
遺
書』

第
三
冊
一

七
七
四
ー

七
頁

(
19)
『
國
粋
學
報』

第
三
十
一

期
社
説
欄
一

九
〇
七
年
『
劉
申
叔
先
生
遺
書』

第
三
冊
一

七
八
三
ー

四
頁

(
20)
『
経
學
教
科
書』

第一

冊 、

上
海
國
學
保
存
會一

九
0
五
年

『
劉
申
叔
先
生
遺
書』

第
四
冊
二
三
五
一

ー
ニ
三
七
0
頁

八
三
ー

八
四
頁
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周
予
同
は
「
経
學
教
科
書」

第一

冊
を
皮
錫
瑞
の
『
経
學
歴
史』
と
拉
ぶ
中
國
最
初
の
系
統
的
な
経
學
史
の
通
史
だ
と
評
債
す
る。

（
『
経
學
歴
史』

序
言
一

九
二
八
年）

(
21)
「
春
秋
左
氏
博
答
問」
『
劉
申
叔
先
生
遺
書
』

第一

冊
三
七
三
ー
上
二
八
八
頁

朱
冠
華
『
劉
師
培
春
秋
左
氏
傭
答
問
研
究』

光
明
日
報
出
版
社
一

九
九
八
年
が
参
考
に
な
る。

(
22)

劉
師
培
の
春
秋
學
の
特
徴
に
つ
い
て
は
「
劉
師
培
の
春
秋
學」
（
『
中
國
思
想
史
研
究』

第
一
―

琥
六
一

ー
八
九
頁
一

九
八
八
年）

で
隔
れ
て
い
る
が、

鄭
玄
以
前
の
東
漢
の
経
學
の
重
視
は、

曾
祖
父
劉
文
洪
以
束
の
家
學
と
し
て
の
春
秋
學
の
特
徴
で
も
あ
る。

【
付
記】

な
お
本
稿
は
科
學
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
(
C)
「
東
ア
ジ
ア
近
代
に
お
け
る
國
學
の
研
究」

課
題
番
琥
"
2
2
5
2
0
0
4
3
)

 

に
よ
る
研
究
成
果
の
一

部
で
あ
る。
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